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概　要
　9月20日、桂キャンパス・船井哲良記念講堂を会場とし、教職員
232名の参加を得て、第23回全学教育シンポジウム「2040年に向
けた京都大学の教育のグランドデザイン」を開催しました。
　本学では、1996年以来、毎年、全学教育シンポジウムを開催し、
教養・共通教育や大学評価など、様々な教育課題を取り上げてきま
した。今年度のテーマは、2018年11月に中央教育審議会より出され
た「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」を意識し
たものです。本答申では、「2040年の展望と高等教育が目指すべき
姿―学修者本位の教育への転換―」、「教育研究体制―多様性と柔
軟性の確保―」、「教育の質の保証と情報公表―「学び」の質保証の
再構築―」、「18歳人口の減少を踏まえた高等教育機関の規模や地

域配置―あらゆる世代が学ぶ「知の基盤」―」、「各高等教育機関の
役割等―多様な機関による多様な教育の提供―」、「高等教育を支
える投資―コストの可視化とあらゆるセクターからの支援の拡充―」
などが主要なテーマとして掲げられており、今後の我が国の高等教育
政策や大学をはじめとする各高等教育機関における改革の取り組み
の方向性や目的が謳われています。
　そこで、今年度の本シンポジウムでは、「2040年に向けた京都大
学の教育のグランドデザイン」と題し、本答申における提言を「是々
非々」の立場から捉えることにしました。それを通じて、京都大学の教
育の将来像や今後本学で自主的・自発的に進めるべき教育改革・改
善の方向性や目的等について議論することをめざしました。

プログラム
　午前の部では、本学を取り巻く教育改革の現状や方向性に関する
北野正雄教育担当理事・副学長の基調講演「京都大学の教育改革
の今とこれから」に続けて、グランドデザイン答申でも課題の一つとさ
れている国際化というテーマを取り上げ、本学の国際化の取り組み
（国際戦略本部、ASEAN拠点、Kyoto　iUP）について、それぞれのリー
ダーをお招きし、現状と今後の課題についてご報告いただきました。
　午後の部は、日本学術会議会長でもある山極壽一総長による基調
講演「学術の展望と京都大学の未来」から始まりました。続いて
「2040年の社会と高等教育・大学を展望する」というテーマの下で、

広井良典こころの未来研究センター副センター長より「AIを活用した
政策提言と高等教育の未来」と題する講演が行われました。さらに、
このテーマについて、フロアの参加者にグループディスカッションを
行っていただき、双方向プレゼンアプリを使って全体で共有しました。
最後に、2040年をみすえた京都大学の教育の将来展望について、4
名の方にご登壇いただき、パネルディスカッションを行いました。フロ
アの意見に対するレスポンスもまじえながら、活発な意見交換がなさ
れました。
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参加者の声
　参加者の感想・意見をうかがうために、アンケート調査を実施し
ました（有効回答数69件、回収率29.7%）。まず、「今回のシンポジ
ウムが教育改善に役立ったか」では、「役に立った」（57名）が「役
に立たなかった」（7名）を大きく上回り、全体として高評価を得るこ
とができました。
　興味深かったプログラムでは、基調講演1の「京都大学の教育
改革の今とこれから」（26名）が最も多く挙げられ、テーマ2
「2040年の社会と高等教育・大学を展望する」（25名）、基調講
演2「学術の展望と京都大学の未来」（23名）がほぼ同数で続きま
した（図1）。また興味深かった点に関しては以下のようなコメント
がありました。「昨年もそう感じましたが、とてもよく大きな枠組みの
話をまとめられていて大変参考になりました」（基調講演1）、「留学
生が日本人学生と交流する上で『留学生』以外の属性を付与して
上げる仕組みが重要だと思った」（テーマ1）、「二元論におさまらな
い対話とフィールドワークの重要性」「『グローバル人材とは』の最
後の『他者を感動させる能力を持つ』に感動」（基調講演2）、「大変
興味深い内容で、資料を探して読んでみようと思います。京大の将
来についても同様にAIでの解析をお願いしたいです」「後半のディ
スカッション。意見が結構共通していて、京大で働いていることを
実感した」（テーマ2）、「税金で運営されている国立大学に自由は
どこまで保障されるのか、という根本的な疑問に対する答えが欲し
い」「非常に面白かったので、次回はパネルディスカッションにもっ
と時間を割いてほしい。そうすればテーマ2で出た意見ももっと反
映できるのでは。また、パネルディスカッションには若手、中堅教員
も入れるといいのでは」（テーマ3）といった声が聞かれ、プログラム
は概ね好ましく評価されていました。
　また、小規模な勉強会・ワークショップを企画した場合、参加し
たいと思うテーマでは、「世界の研究大学の教育改革」（23名）、
「学生の学びと成長」（12名）、「入試改革（新テスト、特色入試な
ど）」（11名）などが多く挙げられており、京大と同様の研究大学に
おける教育改革への関心が際だっていました。

　現在の課題や今後に向けてのアイデアについての自由記述で
は、次のような多様な声がありました。「京大という最高の研究型
大学が、『最高の研究こそ最高の教育』という信念にならないのは
なぜだろうか？　研究力を疲弊させながら教育改革をするのではな
く、研究力が教育を牽引するという構図を作るほうが京大に合って
いると考えている」、「留学生の受入れや特色入試に際して入口に
関してはより柔軟で良いと思う。学生にもより多様性が生まれて良
い。一方で出口に関してはしっかりした管理をするべき。卒業生の
クオリティをしっかり担保することで大学としてのブランド力醸成も
できるだろう」、「国際化のためには、教員にとっても職員にとって
も、たいへん手がかかる現実があります。専門性を備えた職員の配
置というのは、小さな部局にとって夢の夢で教員も職員も定削に苦
しみ、プロジェクト経費をかき集めて、短期の非常勤さん頼りで目
の前の課題を乗りきっている毎日です」、「多くの教職員の方々が、
はんざつな事務、会議、評価作業につかれている」、「修士課程、博
士後期課程学生の充足率と質の低下。学際研究を掲げているが、
学生の関心は自分たちの周辺に留まり、他研究科の話を聞いた
り、共同研究に参加することが少ない」などです。
　研究力を維持しながらいかに教育の質向上を進めるか、部局を
越えた取組をどう活性化していくか、事務・会議・評価作業の効率
化をどう図るかは、テーマ2のディスカッションでも多く出された課
題でした。
　このように、本シンポジウムは、京都大学の教育改革の方向性に
ついて、また京都大学の存在感をどのように高めてそれをどう発信
していくかなどについて、ともに議論する機会を提供できたのでは
ないかと考えられます。
　当日の詳細な報告書は下記からご覧になれます。

全学教育シンポジウム：
http://www.fd.kyoto-u.ac.jp/activity/symposium.php

テーマ2（フロアとのやりとり）
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開会挨拶・基調講演 1：「京都大学の教育改革の今とこれから」
　　　　　　　　　　　　北野 正雄　教育担当理事・副学長　

テーマ1：「京大の教育の国際化を巡る現状と今後の課題」（報告・パネルディスカッション）
《モデレーター》
  松下 佳代　高等教育研究開発推進センター教授 
《報告者・パネリスト》
 「近年の実績とこれからの20年に向けての課題」
  河野 泰之　国際戦略担当副学長・国際戦略本部長
 「ASEAN地域を中心とした国際教育の進展」
  縄田 栄治　ASEAN拠点長・農学研究科教授
 「Kyoto iUP：Kyoto University International Undergraduate Program
  長谷部 伸治　国際高等教育院 吉田カレッジオフィス副室長・特定教授

基調講演 2：「学術の展望と京都大学の未来」
  山極 壽一  総長　

テーマ２：「2040年の社会と高等教育・大学を展望する」（報告・ディスカッション）　
《モデレーター》
  山田 剛史  高等教育研究開発推進センター准教授　
《報告者・パネリスト》
 「AIを活用した政策提言と高等教育の未来」　　　　　　　　　　
  広井 良典　こころの未来研究センター 副センター長・教授
  
休憩

テーマ3：「京都大学の教育の将来展望2040」（パネルディスカッション）　
《モデレーター》
  飯吉 透　教育担当理事補・高等教育研究開発推進センター長・教授　
《パネリスト》
  山極  壽一  総長 
  北野 正雄  教育担当理事・副学長 
  宮川 恒  国際高等教育院長
  広井 良典 こころの未来研究センター 副センター長・教授

閉会挨拶

終了　　

情報交換会　カフェ「Arte」

　

午前の部

プログラム　［司会進行：田口 真奈　高等教育研究開発推進センター准教授］　

午後の部

　

Ⅲ. 全学教育シンポジウム

昼食・休憩

10:00～

10:35～

12:05～

13:00～

13:35～

15:10～

15:25～

16:55～

17:00～

17:15～

Ⅳ. 各部局のFD

日本で最大級の農学部のもつ多様性

―農学部・農学研究科は多様な学問分野を含んでいますが、学部・
研究科を束ねていく上で苦労されているのはどんな点ですか？

　京大農学部の学生定員は300名です。これは、日本の国立大学
農学部では最大級で、東大でも290名です。そのため、当学部に
は100ぐらい研究室があります。それらの多くが、農学部総合館の
中に入っており、この建物は吉田キャンパスの中で最大です。専門
が異なり向いている方向は違うのですが、建物ぐらいは一緒にいよ
うという冗談があります。
　農学部は学問分野も多様ですが、教育も多様です。例えば、必
修科目がかなりあるところからゼロのところもあります。課題研究

（＝卒業研究）ですら、必修のところもあれば、そうではないところ
もあります。演習や実験が多いイメージがあると思いますが、座学
だけで研究室に所属しないで卒業していく学生もいます。「束ねる」
と言われましたが、それは運営上の話で、教育的には束ねようが
ないところがあります。

―学部は6学科で大学院は7専攻ですね。学部と大学院はどんな
ふうにつながっているんでしょう？

　まず、学科の大きさにかなりばらつきがあります。一番大きな資
源生物科学科は1学年の学生数が100名近く、森林科学科と応用
生命科学科は50名前後です。あとの地域環境工学科、食品生物
科学科、食料・環境経済学科は40名弱です。一番大きな資源生
物科学科の学生は4回生から複数の専攻の研究室に分かれていき
ます。その一方、学科と専攻が同じところもあります。入試は学部
一括募集ですが、学生は最初からいずれかの学科に所属していま
す。転学科はしないけれど他学科の科目を多く履修して、大学院
から他専攻に進学するという学生もいます。また、生命科学研究
科や地球環境学堂と学部兼担の教員もおられますので、大学院か
らそちらに進学する学生もいるのです。

コースツリーと3ポリシーの作成で明らかになったこと

―そうすると、カリキュラムもかなり複雑になりますね。

　コースツリーを作る段階で、カリキュラムの体系性や階層性を改
めて意識するようになりました。学科ごとにコースツリーを作ってい
ますが、学生にとっても科目間の関係などがよく見えるようになっ
たと思います。
　3ポリシーのうち、アドミッション・ポリシーで、どういう学生に
入学してほしいかをかなり具体的に示すようになりました。例えば、
特色入試における食品生物科学科の求める人物像では、大学卒業

後、修士・博士後期課程に進学し
て博士の学位を取得し、大学院修
了後、国際的に活躍する人材と謳っ
ています。
　ディプロマ・ポリシー（DP）につ
いては、農学研究科の修了時にア
ンケートを行っていて、2017年度
からは、DPの到達度を尋ねるよう
になりました。修士課程、博士後
期課程、それぞれ4つの方針を掲げていますが、4段階評価で4（十
分）が30～ 50％強で、3（どちらかといえば十分）をあわせると、い
ずれもほぼ90％になります。唯一の例外は、修士課程のDPの「研
究成果を世界に向けて発信できる語学力」で4が20％台いる一
方、2（どちらかといえば、不十分）も20％台います。ここはまだ改
善の余地があります。

盛んな国際交流

―農学部・農学研究科は国際交流にも力を入れておられますよね？

　部局間交流協定は、現在、学術交流で64、学生交流で63に
上っています（重複あり）。アジアが約2/3、他は欧州、北米などで
す。外国の大学への派遣や留学生の受け入れは京大の部局の中で
盛んな方だと思います。一方、大学間協定では、特にインドとの大
学間協定に力を注ぎ、今6つある協定のうちの5つに関わりました。
インドからの留学生は、勉強で身を立てるという気持ちで、インド
を背負って勉強するせいか、非常に優秀です。京大全体としてもイ
ンドからの留学生の受け入れにもっと力を注いでもよいのではない
かと思います。
　そのほか、G30で修士・博士学生対象の「農学特別コース」を
設置して、英語だけで学べるようにしているのも、当研究科科目の
特徴ですね。

これからのFDについて

―最後に、部局のFDやその支援について何か一言あれば。

　FDの研修会は年に一度開催していますが、80名をこえる教員が
参加します。農学部の授業では、フィールドワークとか実験とかい
ろいろな授業形態がありますが、座学の科目を含めてどのような教
育法があるのかは、大いに参考になります。そうした研修をやって
いただけると、関心をもつ教員は増えると思います。

（インタビュー：高等教育研究開発推進センター）

村上 章　農学研究科長インタビュー
　各部局の教育やFDについて紹介するために、この号から部局長へのインタビュー記事を掲載していきます。
　第1回は、村上章農学研究科長にご登場いただきました。
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